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安全上のご注意

本製品を安全にご使用いただくため、ご使用前には必ず下記の注意をお読みください。

注 意

感電の恐れがありますので、下記の事項をお守りください。

・電源端子へ接続する場合は、活線状態で行わないでください。

・端子への接続は緩みのないようにしっかりと締め付けてください。

・通電中は電源端子に触れないでください。

感電、故障、発熱の原因になりますので、次のような場所では使用しないでくだ

さい。

・雨、水滴、日光が直接当たる場所。

・高温、多湿やほこり、腐食性ガスの多い場所。

・外来ノイズ、電波、静電気の発生の多い場所。



１．はじめに
この取扱説明書は、本製品をお使いになる担当者のお手元に確実に届くようお取り計

らいください。本製品を正しくお使いいただくため、ご使用前にこの取扱説明書をよ

くお読みください。

は、弊社のパルスカウンタＭＯＤＥＬ：４６０Ａ－ＢＰ，３９２７－３２及３４０３

び積算機能付パネルメータＭＯＤＥＬ：４６１Ａ／４６１Ｂ－ＢＰ等と組み合わせる

ことによりカウント値を積算し時報、日報、月報を印字する積算機能を持ったパネル

取り付けタイプのプリンタです。

カウンタのＢＣＤデータを予め設定された時刻にプリントアウトすると同時に、内部

メモリに記憶させ、その後カウンタにリセット信号を送ることにより自動的に時報、

日報、月報を作成することができます。

１．１ 点検

がお手元に届きましたら、仕様との違いがないか、また輸送上での破損がな３４０３

いか点検してください。

本器は、厳しい品質管理プログラムによるテストを行って出荷されています。もし破

損していたり、品質や仕様面での不備な点がありましたら、形名・製品番号をお知ら

せください。

１．２ 使用上の注意

には、電源スイッチが付いていませんので電源に接続すると、直ちに動作状３４０３

態になります。

システム・キャビネットに内装される場合は、キャビネット内の温度が５０℃以上に

ならないよう、放熱にご留意ください。

また本器を、長時間にわたって保管する場合は、湿度が低く直射日光の当たらない場

所に保管してください。

注 意

本器は内蔵のバッテリで停電中（電源ＯＦＦ）でもカレンダ時計は動作し、積算

データ及び設定内容も記憶保持しています。

バッテリのバックアップ時間は、２４時間通電後で１０００時間です。

長時間無通電で保管された場合、バックアップは無効となり、カレンダ時計が異

常な表示をします。

そのような場合は、カレンダ時計等の各設定を行った上、ご使用ください。

なお、２４時間以上連続通電すると、バッテリはフル充電されます。

２．仕 様
３４０３２．１ 形名 ＭＯＤＥＬ

２．２ 印字部仕様

（１）印 字 方 式 感熱シリアルドットマトリックス方式

（２）印 字 速 度 約１．３秒／行

（３）印 字 桁 数 ２４桁

（４）文 字 種 類 英数字、カタカナ、記号、その他

（５）文 字 寸 法 ２．４ｍｍ（高さ）×１．３ｍｍ（幅）

（６）文 字 構 成 ５×７ドットマトリックス

（７）印 字 幅 ４６ｍｍ

（８）紙送りピッチ ３．８ｍｍ

（９）紙 送 り 速 度 約１．３秒／行

（１０）手 動 紙 送 り “ＦＥＥＤ”スイッチによる

（１１）記 録 紙 感熱ロール紙 長さ２５ｍ（約６５００行印字可能）

５８ｍｍ幅×４８φ（内径１２φ）

２．３ カレンダ時計

（１）表 示 ６桁赤色ＬＥＤ 時、分、秒表示

（２）日 差 ±３秒（２５℃において）

（３）閏年補正 西暦２０９９年まで自動補正あり
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２．４ バックアップ

２４時間通電後、１０００時間以上

（積算データ及び設定の保持、カレンダ時計の停電中動作）

電池寿命 約１０年間（常温において）

２．５ 一般仕様

（１）供 給 電 源 ＡＣ９０～１３２Ｖ又はＡＣ１８０～２６４Ｖ

ＤＣ２４Ｖ±１０％

（２）消 費 電 力 ＡＣ電源 印字中 平均 ５ＶＡ、最大 １０ＶＡ

ＤＣ電源 印字中 平均３００ｍＡ、最大８７０ｍＡ

（３）動作温度範囲 ０～５０℃

（４）動作湿度範囲 ８５％ＲＨ 以下（結露しないこと）

（５）保 存 温 度 －２０～７０℃

（６）外 形 寸 法 ９６（Ｗ）×９６（Ｈ）×１７０（Ｄ）ｍｍ

（７）質 量 約 ８５０ｇ

（８）付 属 品 入出力用コネクタ（ケーブル２ｍ付）･･･１個

取扱説明書･･･････････････････････････１部

（９）オ プ シ ョ ン 記録紙巻取り装置

３．取付方法と各部の説明
３．１ 取付方法

本体両側にある取付金具をはずし、本体をパネル前面より挿入し、金具を取り付けた

上、プラスドライバーで締め付けてください。

（図１参照）

＋０ ． ８ ＋ ０ ． ８

パネルカット寸法：９２ ×９２ ｍｍ０ ０

パネル厚：１～６ｍｍ（アルミパネルは１．５ｍｍ以上）

取付金具ねじの適正締付トルク：０．２５～０．３９ Ｎ・ｍ

注 意

ねじを締めすぎないでください。ケースが変形する恐れがあります。・
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３．２ 前面パネルの説明

窓板の上部両側をつまみ、手前へ引っ張るようにして開けます。（図２）

１桁と６桁の７セグメント表示器，ＬＥＤランプ及び３個のプッシュスイッチが現れ

ます。（図３）

図２

手動（）スイッチ

月報（＞）スイッチ

電源表示ＬＥＤ ＭＯＤＥスイッチ

日付表示

表示器

時刻表示

設定表示

図３ ＦＥＥＤスイッチ

（１）電源表示ＬＥＤ

電源投入で点灯し、通電状態を知らせます。

また、記録紙が終わりの時、あるいは、プリンタメカの異常の時には点滅して

知らせます。

（２）ＭＯＤＥスイッチ

設定開始、設定項目の切替、設定終了に使用します。

積算動作中に１秒以上押し続けると、時計の設定モードになります。

設定中に押すと設定項目が切り替わります。

（３）月報（＞）スイッチ

積算動作中は過去１年分の月報メモリ（１２データ）の印字を開始します。

設定中は＞スイッチで設定変更桁を選択します。

（４）手動（）スイッチ

積算動作中積算値の手動印字を開始します。

設定中はスイッチで選択した桁のデータをインクリメントします。

月報時刻印字設定中にスイッチを押しながら＞スイッチを１秒以上押し続け

ると、その他の設定モードとなります。
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（５）ＦＥＥＤ スイッチ

積算動作中にこのスイッチを押すと１行紙送りを行ないます。

記録紙をセットする時にも使用します。

年月日設定中に１秒以上押し続けると印字時刻設定モードとなります。もう一

度押すと積算動作に戻ります。

その他の設定モード中に押すと、積算動作に戻ります。

（６）表示器

表示器は通常時計表示（時、分、秒）をし、設定中は１桁の表示部は設定項目

を６桁の表示部は設定値を表示します。なお年月日は、時計設定モードで確認

します。

３．３ 裏面パネルの説明

警 告

間違った配線で使用しないでください。機器破損の原因となります。・

・配線作業をする場合は、電源を切った状態で行ってください。

感電の危険があります。

・配線作業は湿度の多い場所、濡れた手などで行わないでください。

感電の危険があります

・通電中は電源端子に触れないでください。感電の危険があります。

・ＤＣ電源の場合は、極性を間違えないよう注意してください。

機器トラブルの原因になります。

（１）電源用端子台

ＰＯＷＥＲは、電源入力端子です。

ＡＣ１００Ｖ仕様のときは、９０～１３２Ｖ（５０／６０Ｈｚ）電源と、ＡＣ

２００Ｖ仕様（指定時）のときは、１８０～２６４Ｖ（５０／６０Ｈｚ）電源

と接続してください。

ＤＣ２４Ｖ仕様の時は、ＤＣ２４Ｖ±１０％の電源と接続してください。

Ｇ端子は、接地用端子です。

（２）入出力コネクタ

弊社のカウンタＭＯＤＥＬ：４６０Ａ－ＢＰ，３９２７－３２又は４６１Ａ／

４６１Ｂ－ＢＰ等を接続します。

コネクタ（ＩＤＥＣ製ＪＭ１Ｓ－０８０３Ｗ１－２００Ｋ）には、２ｍの４０

芯フラットケーブルが２本つながっています。

各々、図４のようにＡ列側のケーブル、又は、Ｂ列側のケーブルになります。

△極性マーク

Ｂ列側 １番線

（下側）

Ａ列側 １番線

（上側）

Ｂ列側４０番線

（下側）

Ａ列側４０番線

図４ （上側）

なお、上記の弊社製品と接続される場合は、専用の中継ケーブルを用意します

ので長さを指定の上ご用命ください。
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（３）コネクタピン配列

ピン番号
機能名 機能名

Ａ Ｂ

１ １ １ １
０ １×１０ ２ ２ ２ ２ ×１０

４ ３ ３ ４

８ ４ ４ ８

１ ５ ５ １
２ ３×１０ ２ ６ ６ ２ ×１０

４ ７ ７ ４

８ ８ ８ ８

１ ９ ９ １
４ ５×１０ ２ １０ １０ ２ ×１０

４ １１ １１ ４

８ １２ １２ ８

１３ １３

１４ １４ ＮＣ

１５ １５

１６ １６

１７ １７ ＯＶＥＲ

１８ １８ ＤＰ１

１９ １９ ＤＰ２

２０ ２０ ＤＰ３

ＮＣ ２１ ２１ ＤＰ４

２２ ２２ ＤＰ５

２３ ２３

２４ ２４

２５ ２５

２６ ２６

２７ ２７ ＮＣ

２８ ２８

２９ ２９

３０ ３０

３１ ３１

３２ ３２

ＤＡＴＡ ＣＯＭ ３３ ３３ ＤＡＴＡ ＣＯＭ

３４ ３４

ＮＣ ３５ ３５ ＮＣ

３６ ３６

ＤＡＴＡ ＣＯＭ ３７ ３７ ＤＡＴＡ ＣＯＭ

ＬＡＴＣＨ ３８ ３８ ＲＥＳＥＴ

ＰＥ ３９ ３９ ＮＣ

ＤＡＴＡ ＣＯＭ ４０ ４０ ＤＡＴＡ ＣＯＭ

ＮＣピンは、内部回路に使用しているため接続しないでください。

（４）入出力信号の説明

①１×１０ ～８×１０ :ＢＣＤ６桁パラレルデータ入力。
０ ５

ＴＴＬレベル Fan in=0.25

②ＯＶＥＲ :カウンタよりの積算オーバ信号を入力。

③ＤＰ１～ＤＰ５ :小数点が必要な時、その位置を設定します。

④ＬＡＴＣＨ :カウンタにＬレベルを出力し、その間にデータを読

み込みます。

⑤ＲＥＳＥＴ :指定された時刻にカウンタにＲＥＳＥＴ信号を出力

します。

⑥ＰＥ :ペーパーエンドの出力信号で、記録用紙が終わりにな

るとＨレベルを出力します。ＴＴＬレベルFan out=1

正論理出力

（注意）入力信号はすべて１５ｋΩのプルアップ抵抗を内部回路で挿入しています。

このため、使用しない入力信号の内、Ｌレベルにする必要のあるものは、

ＣＯＭ端子と接続してください。
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（５）デシマルポイントの設定

ＤＰ１，ＤＰ２，ＤＰ３，ＤＰ４，ＤＰ５

小数点の印字する位置を設定します。

印字は、浮動小数点方式です。

ＤＰ１は、１０ 桁の右下１

ＤＰ２は、１０ 桁の右下
２

ＤＰ３は、１０ 桁の右下
３

ＤＰ４は、１０ 桁の右下
４

ＤＰ５は、１０ 桁の右下５

設定は、ＤＡＴＡ ＣＯＭ端子と接続します。

同時に複数の設定をしたときは、上位桁の小数点のみ印字します。

この入力には、プルアップ抵抗（１５ｋΩ）を挿入しています。

４．印字動作
４．１ 自動印字機能

カウンタより受信したＢＣＤデータを月報、日報、時報各メモリに加算し、印

字指定の時刻になると、自動的に月報、日報、時報印字を行います。

（月報および日報印字毎に月報、日報各メモリはリセットされます。）

カウンタリセットパルス出力は、リセットタイミング設定で日報印字後又は、

時報印字後の選択ができます。

（１）月報印字

１月１回指定日、指定時刻に１月の積算値を印字します。

３１日に設定した場合、小の月（２月、４月、６月、９月、１１月）には

月末日に印字します。

月報 ９４年１０月１０日 １２時００分

① ②
３ＣＨ．１０ ソウセキサン １２３４５６ｍ

③ ④ ⑤

① 月報印字

② 印字日時

③ ＣＨ番号 ００～９９

④ 積算量 ０～９９９９９９

１ケ月間の積算量

⑤ 単位 積算量の単位

（２） 日報印字

１日１回指定時刻に１日（２４時間）の積算値を印字します。

日報 １０月１０日 ０９時００分

① ②
３

ＣＨ．１０ ソウセキサン １２３４５６ｍ

③ ④ ⑤

① 日報印字

② 印字日時

③ ＣＨ番号 ００～９９（データ管理用Ｎｏ．）

④ 積算量 ０～９９９９９９

１日の積算量

⑤ 単位 積算量の単位
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（３）時報印字

正時（毎時）又は指定時刻（６点）に印字までの積算値を印字します。

時報印字は、「時報印字モード設定」で正時、指定時刻、月報、日報のみ

（時報印字なし）の選択ができます。

時報印字の積算量は「カウンタリセットタイミング設定」で、

０：時報印字後の場合は、時報間の積算量を印字します。

１：日報印字後の場合は、当日の累計積算量を印字します。

（注）月報、日報、時報の積算量は、各々独立して指定印字時刻を基準にメモリに

カウントＵＰしています。

月報と日報の印字時刻が異なると（例 月報は１２時００分、日報は１２時

３０分）日報印字の積算量の１ヶ月合計と月報の積算量が異なることがあり

ます。

日報と時報の印字時刻が異なる場合も上記と同様に時報印字の積算量の１日

の合計と日報の積算量が異なることがあります。

３
ＣＨ．０１ １２時００分 １２３４５６ｍ

① ② ③ ④

① ＣＨ番号 ００～９９（データ管理用Ｎｏ．）

② 印字時刻 ２４時表記

③ 積算量 ０～９９９９９９

時報用積算メモリはカウンタリセットパルス出力時にクリア

（０ｍ ）します。３

④ 単位 積算量の単位

４．２ 手動印字機能

積算動作中に手動（）スイッチを押すと、その時点の時刻、積算値を印字し

ます。

３
シュドウ ０６時２５分 １２３４５６ｍ

① ② ③ ④

① 手動印字

② 印字日時

③ 積算量 ０～９９９９９９

④ 単位 積算量の単位

４．３ 月報メモリ印字機能

積算動作中に月報（＞）スイッチを押すと、過去１年間の月報を印字します。

月報メモリ ＣＨＮｏ．１０
３

９４年０９月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３

９４年０８月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３９４年０７月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３９４年０６月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３

９４年０５月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３

９４年０４月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３９４年０３月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３９４年０２月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３

９４年０１月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３

９３年１２月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３９３年１１月ソウセキサン １２３４５６ｍ
３９３年１０月ソウセキサン １２３４５６ｍ
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４．４ スタート動作

ＦＥＥＤスイッチを押しながら手動（）スイッチを押すとスタート動作を実

行します。（ＦＥＥＤスイッチを押すと紙送りを行いますますが、スイッチを

押し続けるとスタート動作を開始します。）

スタート動作では月報、日報、時報メモリをすべて０にし、カウンタにリセッ

トパルスを出力しカウントを０にした後スタート印字をします。

スタート印字

スタート ９４年１０月２５日 １２時１０分
３

月報 ０ｍ
３

日報 ０ｍ
３

時報 ０ｍ

４．５ 設定値印字

ＦＥＥＤスイッチを押しながらＭＯＤＥスイッチを押すと設定値印字を行いま

す。（ＦＥＥＤスイッチを押すと紙送りを行いますが、スイッチを押し続ける

と設定値印字を開始します。）

設定値印字では印字時刻の設定及び、その他の設定で行った設定内容を印字し

ます。

（時報＝正時印字設定の時）

セッテイチ シュツリョク

月報 セッテイ ２５日１１時３０分

日報 セッテイ １３時００分

時報モード ０ （マイジ ０分）

ＣＨ．２５
３

タンイ ｍ

カウンタ リセット １（日報）

（時報＝指定時刻印字設定の時）

セッテイチ シュツリョク

月報 セッテイ ２５日１１時３０分

日報 セッテイ １３時００分

時報モード １ （セッテイ ジコク）

１． ３時１０分

２． ６時３０分

３． １０時１０分

４． １５時４５分

５． ２０時１５分

６． ２３時５９分

ＣＨ．２５
３

タンイ ｍ

カウンタ リセット ０（時報）

（時報＝月報、日報のみ印字設定の時）

セッテイチ シュツリョク

月報 セッテイ ２５日１１時３０分

日報 セッテイ １３時００分

時報モード ２ （時報 ナシ）

ＣＨ．２５
３

タンイ ｍ

カウンタ リセット １（日報）

４．６ 積算カウンタオーバ印字

３
ＣＨ．１０ ０６時２５分 ９９９９９９ｍ

３４０３のメモリの積算が９９９９９９を越えた時点で、時刻と積算値（９９

９９９９）を印字し、その後は通常動作となり、再び０からカウントします。

但し、印字には１００ｍｓの遅れがあります。
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（注） 積算カウントオーバ時の動作

（１）プリンタの内部メモリの積算値がオーバした場合（９９９９９９カウント

を越えた時）は、プリンタはオーバ印字すると共に再び０からカウントし

ます。

（２）外部カウンタの積算値がオーバした場合は、プリンタはカウンタよりの

ＯＶＥＲ信号を受信し、１０ｍｓのＲＥＳＥＴパルスをカウンタに出力し

ます。

（３）プリンタのメモリの積算値が、オーバを繰り返すような条件でのご使用は

できるだけ避けてください。そのためプリンタへ入力するＢＣＤ信号の

１０ 桁の１のビットが、変動する時間は、２．７秒以上でご使用される
０

ことをお勧めします。

４．７ 印字例

３
ＣＨ．１０ １２時００分 １２３４５６ｍ

３
時報印字 ＣＨ．１０ １３時００分 １３３４５６ｍ

印

手動印字 シュドウ ０６時２５分 ２９８５６１ｍ 字
３

方

向３時報印字 ＣＨ．１０ ０８時２０分 ３２３４５６ｍ

日報印字 日報 １０月１１日 ０９時００分
３ＣＨ．１０ ソウセキサン ３３３４５６ｍ

３
時報印字 ＣＨ．１０ ０９時００分 ０ｍ

月報印字 月報 ９４年１０月２５日 １２時００分
３

ＣＨ．１０ ソウセキサン ９９２３５３ｍ

３積算 ｵｰﾊﾞ ＣＨ．１０ ０６時２５分 ９９９９９９ｍ

印字

積算オーバ（オーバ時の時刻と９９９９９９を印字）

４．８ テスト印字

ＦＥＥＤスイッチを押しながら電源を投入すると、テストパターン印字を開始

し、同時に単位コードの印字を行います。

テスト印字終了後、全表示を点灯し停止します。ＦＥＥＤスイッチを押すと通

常状態（積算動作）に戻ります。

５．設定方法
ソフト設定式で、設定内容は全てメモリに記憶保持し、停電中（電源ＯＦＦ時）もバ

ックアップされます。

５．１ 設定項目

（１）カレンダ時計設定（年月日、時分秒）

（２）月報印字時刻設定

（３）日報印字時刻設定

（４）時報印字モード（正時印字／指定時刻印字／月報、日報のみ印字）

（５）時報印字時刻設定（６点）

（６）ＣＨ．番号設定 ００～９９

（７）印字単位設定

（８）カウンタリセットタイミング設定

（時報又は日報印字時にカウンタにリセット信号を送る。）
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５．２ 設定操作概要

積算動作

ＭＯＤＥを１秒以上

カレンダ時計の設定

年月日設定

ＭＯＤＥ

時分秒設定 ＦＥＥＤ ＦＥＥＤ

ＭＯＤＥ

ＦＥＥＤを１秒以上

印字時刻の設定

月報印字時刻設定

ＭＯＤＥ

日報印字時刻設定

ＭＯＤＥ

時報印字モード設定

ＭＯＤＥ

時報印字時刻設定（６点）

ＭＯＤＥ

と＞を１秒以上

その他の設定

ＣＨ．番号設定

ＭＯＤＥ

印字単位設定

ＭＯＤＥ

ｶｳﾝﾀ ﾘｾｯﾄﾀｲﾐﾝｸﾞ設定

ＭＯＤＥ

印字時刻の設定、その他の設定を行った場合、カレンダ時計が停止しますので設定後

必ずカレンダ時計の設定を行ってください。
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５．３ 印字時刻の設定

操 作 表 示

年 年 月 日

月 ＭＯＤＥスイッチを１

日 秒以上押すと年月日設

設 定になります。

定 年月日設定時の表示

ＦＥＥＤスイッチを１ 日 時 分

秒以上押すと月報印字

月 時刻設定になります。

報 年月日設定から月報印

印 刷時刻設定に移った時

字 設定方法の説明を印字 月報印字時刻設定の表示

時 します。

刻 ＞スイッチで変更する 日 時 分

設 桁を選択します。

定

スイッチで変更しま

す。 点滅表示が変更可能

時 分

日 ＭＯＤＥスイッチで

報 日報印字時刻設定にな

印 る。

字 日報印字時刻設定の表示

時 ＞スイッチで変更する 時 分

刻 桁を選択します。

設

定 スイッチで変更しま

す。 点滅表示が変更可能

時 ＭＯＤＥスイッチで

報 時報印字モード設定

印 になります。

字 時報印字モード設定の表示

モ スイッチで変更しま

｜ す。 ０設定

ド ０：正時(毎時)印字

設 １：指定時刻印字 １設定

定 ２：月報、日報のみ 点滅表示が変更可能

印字

時 分

時 ＭＯＤＥスイッチで

報 時報印字時刻設定にな

印 ります。

字 時報印字時刻１設定

時 ＞スイッチで変更する 時 分

刻 桁を選択します。

設 スイッチで変更しま

定 す。

点滅表示が変更可能

時 分

ＭＯＤＥスイッチを押

します。

時報印字時刻２設定

次頁につづく
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前頁のつづき

＞スイッチで変更する 時 分

桁を選択します。

スイッチで変更しま

す。
点滅表示が変更可能

時 分
ＭＯＤＥスイッチを押

します。

時報印字時刻３設定

＞スイッチで変更する 時 分

桁を選択します。

スイッチで変更しま

す。
点滅表示が変更可能

時 分

時 ＭＯＤＥスイッチを押

報 します。

印

字 時報印字時刻４設定

時 ＞スイッチで変更する 時 分

間 桁を選択します。

設 スイッチで変更しま

定 す。
点滅表示が変更可能

時 分

ＭＯＤＥスイッチを押

します。

時報印字時刻５設定

＞スイッチで変更する 時 分

桁を選択します。

スイッチで変更しま

す。
点滅表示が変更可能

時 分

ＭＯＤＥスイッチを押

します。

時報印字時刻６設定

＞スイッチで変更する 時 分

桁を選択します。

スイッチで変更しま

す。
点滅表示が変更可能

ＭＯＤＥスイッチで

月報印字時刻設定に

戻ります。
月報印字時刻設定

測 ＦＥＥＤスイッチで積

定 算動作に戻ります。

月報印字時刻設定～時報印字時刻設定中にＦＥＥＤを押すと積算動作に戻ります。

設定モード中に操作を１分以上中断すると、自動的に積算動作に戻ります。

印字時刻の設定を行った場合設定中カレンダー時計が停止しますので、印字時刻の設定

後必ずカレンダー時計の設定を行ってください。（５．５参照）
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５．４ その他の設定

操 作 表 示

ＭＯＤＥスイッチを１

秒以上押すと年月日設

定になります。

ＦＥＥＤスイッチを１

秒以上押すと月報印字

時刻設定になります。

（印字時刻の設定方法

の印字を行います。）

を押しながら＞を１

秒以上押すとＣＨ．番

号設定になります。

Ｃ 月報印字時刻設定から ＣＨ．番号

Ｈ ＣＨ番号設定に移った ＣＨ．番号設定時の表示

番 時、その他の設定方法

号 の説明を印字します。

設 ＞スイッチで変更する

定 桁を選択します。

スイッチで変更しま ＣＨ．番号

す。 点滅表示が変更可能

ＭＯＤＥスイッチで

印 印字単位設定になりま

字 す。単位コード（P15

単 参照）の番号を入力し 単位番号

位 ます。 印字単位設定時の表示

設 ＞スイッチで変更する

定 桁を選択します。

スイッチで変更しま 単位番号

す。 点滅表示が変更可能

リ ＭＯＤＥスイッチで

セ ｶｳﾝﾀ ﾘｾｯﾄﾀｲｯﾐﾝｸﾞの

ッ 設定になります。

ト

タ リセットタイミング設定の表示

イ スイッチで変更しま

ミ す。

ン ０：時報印字後

グ １：日報印字後

設 （月報、日報のみ印字 点滅表示が変更可能

定 モードの時は、１の

日報印字後に固定）

ＭＯＤＥスイッチで

ＣＨ．番号設定に戻り

ます。

測 ＦＥＥＤスイッチで積

定 算動作に戻ります。

ＣＨ．番号設定～ﾘｾｯﾄﾀｲﾐﾝｸﾞ設定中にＦＥＥＤを押すと積算動作に戻ります。

設定モード中に操作を１分以上中断すると、自動的に積算動作に戻ります。

その他の設定を行った場合設定中カレンダー時計が停止しますので、その他の設定後

必ずカレンダーの時計の設定を行ってください。（５．５参照）
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５．５ カレンダ時計の設定

操 作 表 示

年 月 日

ＭＯＤＥスイッチを１

年 秒以上押すと年月日設

月 定モードになります

日 年月日設定時の表示

設 ＞スイッチで変更する 年 月 日

定 桁を選択します。

スイッチで変更しま

す。 点滅表示が変更可能

時 分 秒

ＭＯＤＥスイッチで

時 時分秒設定になりま

分 す。

秒 時分秒設定時の表示

設 ＞スイッチで変更する 時 分 秒

定 桁を選択します。

スイッチで変更しま

す。 点滅表示が変更可能

積 ＭＯＤＥスイッチで

算 積算動作に戻ります

積算動作に戻った時、＞で設定を変更した場合は、時計は設定値より動作します。

（ＭＯＤＥスイッチのみの操作で時計の確認を行った場合は時計は狂いません。）

設定モード中に操作を１分以上中断すると、自動的に積算動作に戻ります。
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６．タイミングチャート
（１）データの取り込み

ＬＡＴＣＨがＬレベルの間に積算プリンタはデータの読み込みを行います。

（２）カウンタリセット出力

指定された時報又は日報印字毎にプリンタは約１０ｍｓのＬレベルを出力し、

カウンタをＲＥＳＥＴします。
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７．印字単位コード

UNIT 単 位 UNIT 単 位 UNIT 単 位 UNIT 単 位 UNIT 単 位

0 32 % 64 m 96 mol 128

1 a 33 A 65 cm 97 Gy 129

2 b 34 B 66 km 98 rad 130

3 c 35 C 67 mm 99 lb 131

4 d 36 D 68 k 100 in 132g
5 e 37 E 69 m 101 ft 133g
6 f 38 F 70 102 yd 134g
7 39 G 71 t 103 oz 135g
8 h 40 H 72 s 104 cc 136

9 i 41 I 73 min 105 137

10 j 42 J 74 h 106 138

11 k 43 K 75 m 107 139
３

12 l 44 L 76 l 108 140

13 m 45 M 77 ml 109 141

14 n 46 N 78 kl 110 142

15 o 47 O 79 L 111 143

16 p 48 P 80 J 112 144

17 q 49 Q 81 W･s 113 145

18 r 50 R 82 W･h 114 146

19 s 51 S 83 kW･h 115 147

20 t 52 T 84 Ws 116 148

21 u 53 U 85 Wh 117 149

22 v 54 V 86 kWh 118 150

23 w 55 W 87 Ah 119 151

24 x 56 X 88 Lx･s 120 152

25 y 57 Y 89 lm･s 121 153

26 z 58 Z 90 cal 122 154

27 ° 59 91 kcal 123 155

28 ′ 60 分 92 Mcal 124 156

29 ″ 61 93 Gcal 125 157

30 μ 62 Ω 94 Sv 126 158

31 ¥ 63 $ 95 rem 127 159
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８．記録紙の取付方法

記録紙は、感熱ロール紙を使用してください。

まず、ＯＰＥＮボタンを押し、プリンタ・メカ部を引き出します。

下図に示すように、ロール紙に付属のロールシャフトを通し、記録紙挿入口へ挿入し

ます。

ＦＥＥＤスイッチを押し、記録紙が用紙取り出し口より出るのを確認してください。

記録紙は、裏表がありますので、プリンタへの取付の時注意をしてください。

注１）記録紙の先端の両端を少し切断すると、記録紙の挿入が容易に行えます。

注２）本器の記録紙は専用の感熱ロール紙を使用しています。

記録紙が入用な時は弊社までご用命ください。

記録紙形名：５８６０－０１（１巻２５ｍ １０巻入り）
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９．記録紙のカットについて

記録紙をカットする場合は、記録紙を上方に軽く引張ってカッターの刃にあてがい、

下図のように必ず端からカットしてください。

下方に引張ると記録紙が引きちぎれて紙づまりを起こすことがあります。

紙がつまった場合は、ＯＰＥＮボタンを押してプリンタ・メカを引きだした後、下図に

示すねじを取って前パネルを取り外し、つまった紙をピンセット等で取り除いてくださ

い。

紙がつまった場合は、ＯＰＥＮボタンを押してプリンタ・メカを引きだした後、下図に

示すねじを取って前パネルを取り外し、つまった紙をピンセット等で取り除いてくださ

い。
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１０．外形図
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●この取扱説明書の仕様は、２００２年０７月現在のものです。




